
 

 

 

 

 

 
ホストタウン相手国応援校の小中学生が、担当競技の応援フラッグを作りました。 

これら力作とともに、子どもたちは熱い応援と交流を続けます。 

応援メッセージフラッグが完成しました！ 
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応援校の活動 

応援校の小中学生が、制作した応援フ
ラッグを持ってパレードに参加しました。
当日は晴天に恵まれ、沿道いっぱいの観
客に向け応援フラッグを披露。ホストタウ
ン相手国への応援の取り組みについて
広く知っていただく機会になりました。 

■ 第 63 回「ぎふ信長まつり」で （１０/６） 

応援フラッグパレードを行いました 

 

▲さっそくお披露目 

ホストタウン  とは、2020 年東京オリンピック・パラリンピックの開催に向け、参加国・地域との人的・経済的・

文化的な相互交流を図る地方自治体を、内閣官房が登録するものです。 

 
私たちはスロバキア選手のみなさんに「東京パラリンピックでいい結果を残してほしい。あきらめず最後まで

がんばってほしい。」という思いを込めてメッセージフラッグを制作しました。選手のみなさんが、障がいを乗り越

え、毎日練習し、努力してみえる姿に感動したからです。選手のみなさんには東京パラリンピックで全力を出し

切ってほしいと思っています。 

■且格小学校 

 
フラッグのデザインは、スロバキア国旗をイメージした赤・青・白の３色をメインにしています。卓球競技の応援フ

ラッグであることが伝わるように、シルエットでスマッシュを打っている人を描きました。岐阜市ホストタウン推進事業

として、スロバキアの卓球選手と青山中学校の卓球部が交流する機会があり、一緒に卓球をしました。その交流を

通して、オリンピック選手から卓球を教えてもらうことができました。選手を心から応援する気持ちで「ＧＯ！」の文字

を強調して描き、フラッグ全体が明るく力強いデザインに仕上がるようにしました。 

■青山中学校 

■岐阜中央中学校 

 
スロバキア共和国のボッチャ競技選手団のみなさんに、最後まで力いっぱい競技を頑張ってほしいという思いを

込めてフラッグを作りました。選手のみなさんに私たちの熱い思いが伝わるように、フラッグの色はスロバキア共和

国の国旗にある、青、赤、白を多く取り入れ、細かい所まで丁寧にきれいに塗ることを意識しました。このフラッグを

見た多くの人が、ボッチャ競技に関心をもち、私たちと一緒に選手のみなさんを応援してくれるとうれしいです。 

スロバキア共和国のみなさん、ガンバレ！ 

■鶉小学校 

 
スロバキアの国旗の赤と白と青の色は、ボッチャのボールと同じなので、国旗がスロバキアのボッチャを応援し

ているように感じます。旗の中央の白いボールに向かって、赤や青のボールが転がって見えるように描きました。 

スロバキアのボッチャの選手が、遠い日本に来てくれるので、気持ちよくプレイしてほしいのはもちろんですが、

それだけでなく、日本の文化や人に触れ、「日本でプレイしてよかった。」と思ってくれるとうれしいです。そして、決

勝で日本と戦って、いい勝負ができたら素敵だなと思います。 

■早田小学校 

 
オリンピックに出場するのは、とてもすごいことだけど、当日までの練習は、とても大変だったり、つらく苦しいもの

だと思います。オリンピックでメダルを目指し、練習の成果が発揮できるように応援しています。 

また、日本から遠くはなれた国から来ていただくので、歓迎の気持ちを込めて作りました。私たちは直接応援し

に行くことはできないけれど、コートジボワールの国旗を大きく描いたり、「がんばれ」という意味の言葉を書いて、

自分たちの応援する気持ちが伝わるようなフラッグを作りました。 

■長良中学校 

フラッグを制作するときは、スロバキアの選手に元気をもってもらえるように、空手の絵とスロバキアの国旗を、

画像を調べながら描きました。また、気持ちが伝わるように、「がんばれ！」という意味のスロバキア語をインター

ネットで調べて、フラッグに書き込むことができました。応援競技は空手だったので、日本とのつながりを示すた

め、英語の「KARATE」と、漢字の「空手」を入れました。9 月の交流会では、スロバキアの国のことや空手のこ

とをたくさん見たり聞いたりすることができました。選手が、気合を込めて形の演武をしてくれたときはとても感

動しました。これからもホストタウンの一人として、スロバキアのことに関わっていきたいと思います。 



 

 

 

 

 

カナダの国旗を背景に、陸上競技のリレーのバトンパスの様子を描きました。しっかりバトンを受け渡して走る

姿をイメージしながら、カナダの選手の皆さんが仲間を大切にして実力を最大限に発揮し、活躍されることを期

待して描きました。 このフラッグの制作を通して、私たちもカナダのことや選手のことに関心をもちました。２０２０

年東京オリンピック・パラリンピックに向けて、日本の選手と同じようにカナダの選手を応援したいし、競技を通し

て日本とカナダの人たちが今まで以上に仲良くなれたらいいと思います。 

応援校の活動 

いよいよ東京オリンピック・パラリンピックの開催年。 

ホストタウンイベントを開催しますので、ぜひご来場ください！ 

「岐阜市ホストタウンウィーク２０２０」を開催！ ■ 共生社会ホストタウンに 

登録されました（１２/１７） 

岐阜市は、スロバキア・カナダのパラリン
ピック選手との交流や受入れを行っている
ことを契機として、両国を相手国とした「共
生社会ホストタウン」に登録されました。 

心のバリアフリーやユニバーサルデザイ
ンのまちづくりなど、共生社会の推進に向
けて取り組むホストタウン自治体が登録さ
れるもので、岐阜市は、引き続きこうした取
り組みを進めていきます。 

フラッグのベースは、カナダの国旗です。茜部小学校で、カナダの選手と交流をして、カナダのことを知り、岐阜

や茜部小学校のことを紹介しました。カナダの選手も日本の選手と同じように努力を重ねていることを知り、遠い

国だけれど、オリンピックではベストを尽くしてほしいと思いました。また、日本に来られたカナダの選手の方々に

日本に親しんでもらいたいと思い、日本を象徴する桜の花を散りばめました。このフラッグを見て、オリンピックで

も活躍してもらえたらうれしいです。 

私たちは、「カナダと日本がつながるように。」という願いを込めてフラッグを作りました。カナダと日本をバトン

でつないだのは、その願いからです。 

実際にパラリンピックの放送を観て、障がいがあっても自分に自信をもち、あきらめず競技をしていた姿に迫力

を感じました。私たちも自分に自信をもち、大会に出られることを誇りに思い、あきらめず頑張っていきたいです。 

カナダが日本ともっと仲良くなれるように、また、カナダと日本の優勝と健闘を祈り、美術部の３年生で、

このフラッグを作りました。 

色を塗るときは、色を混色しながら塗り、とても大変でした。国旗とバトンを渡すところを、特にむらが無い

ように、また目立つように塗りました。3 年生全員で思いを込めながら、丁寧に絵を描きました。 
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ホストタウンに関する活動・イベント 

開催 
案内 

期間： 2/1（土）～2/7（金）  参加無料 ボッチャ大会除き申込不要  
場所：みんなの森 ぎふメディアコスモス（司町 4０-5） ドキドキテラス 

◆「みんなで！ボッチャ大会」 2/1（土）13 時～17 時 ※事前申込制（1/20 必着） 
    当日は申込不要のボッチャ体験コーナーもあります！ 

◆オリンピアン・パラリンピアン講演会 2/2（日）14 時～15 時 
講師：小林祐梨子さん（北京オリンピック陸上女子５０００ｍ出場） 

         花岡伸和さん（アテネ、ロンドンパラリンピック車いすマラソン出場） 

◆ホストタウン相手国応援フラッグ展、「ホストタウン」パネル展 
   2/2（日）～2/7（金）17 時 
    2 日の講演終了後、県立岐阜農林高校による相手国紹介を行う予定です。 岐阜市のホストタウン事業に関するご意見等は 

岐阜市市民参画部国際課ホストタウン推進室まで 

来場者 
プレゼント 

あり 

 ２０２０年のスケジュール（予定） 

◆2/1-7   岐阜市ホストタウンウィーク２０２０ 

◆３月下旬 第 2 回岐阜市ホストタウン交流推進会議 

◆本大会前     相手国の事前合宿受入れ等 

◆７/２４-８/９ 東京オリンピック競技大会 

◆8/２５-９/６ 東京パラリンピック競技大会 

■茜部小学校 

■三輪中学校 

 
カナダを応援するということで、選手にも、応援している人にも、一目で「カナダだ！」と分かるように布全体を

カナダの国旗として描きました。そして、“勝ってほしい”という願いを込めて victory という文字を入れました。

最初の文字の“V”は選手がゴールしたときに「自分の力を出し切った！目標を達成できた！」という思いで、そし

て「笑顔でゴールしてほしい。」という願いを込めて両手で“V”を表すデザインにしました。陸上選手の人たち

が、このフラッグを見て「みんなが応援しているからがんばろう！」と思ってもらえるとすごく嬉しいです。 

■長良西小学校 

■島中学校 

■島中学校 

 

７月１７日、カナダの陸上チーム、男子やり投げのマックイーンさんとキムコーチが来校してくださり、全校の

子どもたちと素敵な交流の時間をもちました。岐阜特別支援学校は、楽しかった思い出を、「ファイト・カナダ」

という言葉にのせて力の限りカナダチームを応援します。 

中学部の矢川晴一さんは、走る、投げる、跳ぶ選手の姿を想像し、小学部の大野ひよりさんは皆が仲良くあ

りたいという願いを込めて、図柄を考えました。世紀の大イベントに、こうしてかかわれますことを、誇りに思いま

す。頑張ってください。 

■岐阜特別支援学校 

mailto:world@city.gifu.gifu.jp

